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1) 事業者名名及び代表者名 2) 所在地

株式会社　丸伸インダストリ 　　　　〒　920-0356

代表取締役　山岸　克洋 （本社）石川県金沢市専光寺町チ1番地1

　　電話（076）266-1221   FAX（076）266-1331

3) 事業の概要（事業規模･内容） （倉庫）石川県金沢市専光寺町チ23番地2

法人設立年月日/　昭和48年5月(個人創業年月日)

資本金　　　　　　/4000万円 単位

ｔ

事業内容 (認証・登録範囲) ｔ

一般貨物自動車運送業 百万円

一般建設業(土木・建築一式) 人

産業廃棄物処理業(収集運搬業) ｍ
2

土砂・土石販売 ｍ
2

ｍ
2

台

4) 組織図 対象範囲:全組織全活動

実施体制と役割

[　人員配置　]

運送部 工事部

1

17 8

2 1

19 10

令和4年度

役員 2

32

正社員

ﾊﾟｰﾄ

合計

4
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事業規模

一般貨物運搬トン数

産業廃棄物運搬トン数

売上高

従業員

床面積

倉庫床面積

資機材置場面積

26

1

1

1

3

   1 組織の概要

区分

責任者

事務部

役割・責任・権限

合計

220,739

11,050

425

32

98.17

195.5

代表者

環境管理責任者

実行責任者(燃料使用量)

実行責任者
(環境整備委員）

実行責任者(燃費集計)

(廃棄物等総排出量)
(環境活動計画の推進)

・環境経営方針を策定する
・エコアクション21の実行に必要な資源を用意する
・環境管理責任者を任命する
・エコアクション21全体の取組状況を評価し、見直しを実施し、必要な指示を行う

・環境経営システムを構築、運用する
・環境経営システムの構築、運用状況を代表者に報告する
・環境関連法規の順守評価

・事業活動によって使用される燃料量の把握

・北陸中央物流(協)における環境整備委員会による、組合内周辺の清掃活動の実
施

・事業所より排出される、廃棄物量の測定
・各車両ごとの走行距離/燃料使用量から燃料費率を計上する
・環境活動計画の各項目の実行

53.5

建設機械 6

代表者

環境管理責任者

実行責任者
(廃棄物等総排出量)

(燃費集計)
(環境活動計画の推進)

実行責任者
(環境整備委員会)

実行責任者
（燃料使用量）



5) 産業廃棄物処理業(収集運搬業)許可内容

①許可内容【保有許可一覧】

県
積替
保管

許可取得
年月日
及び

有効期限

許可番号 汚泥
廃ﾌﾟﾗ
ｽﾃｨｯ

ｸ

ゴム
くず

金属
くず

ｶﾞﾗｽ・ｺ
ﾝｸﾘｰ

ﾄ・陶磁
器くず

がれ
き類

紙
くず

木
くず

繊維
くず

2020/8/1

2025/7/31

2021/7/12

2026/7/11

2021/6/21

2026/6/20

②施設等の状況(許可車両)

１０トン

ダンプ車

26 19

19 19

20 19

(内3台は平成27年度燃費基準5％向上達成車・平成28年騒音規制車)

(内9台は平成27年度燃費基準達成車)・(内11台は平成13年騒音規制車)

③処理実績 ④廃棄物処理料金

収集運搬量　　　　　　　         （令和4年4月～令和5年3月） 収集運搬料金につきましては、
単位 種類、量、距離等により計算いたします。

ｔ 下記までご相談ください。
ｔ 無料にてお見積いたします。
ｔ

ｔ 〈問合せ先〉TEL 076-266-1221
ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

6) 安全優良事業所(Gマーク)認定

7) 環境管理責任者及び連絡先

山岸　博美 連絡先: 〒　920-0356 石川県金沢市専光寺町チ1番地1

E-mail :  marushin@po.incl.ne.jp

ダンプ車

4

1

台数

[有効期間]

　Ⅱ.事故や違反の状況

その他

3,028

7,988

231,789

アスコンガラ

合計

2021年1月1日～2024年12月31日(4年間)

14

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ

　2094603 (4)

種類

福井県

富山県

４トン

産
業
廃
棄
物

車輌形式

石川県
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運搬量

○

4

○

廃プラスチック類

2

２トン

産業廃棄物収集運搬業 許可品目

富
山
県

無 016080
31250

○○

220,739

　Ⅲ.安全性に対する取組の積極性

資材運搬など

小計 11,050

9木くず

コンクリートガラ

廃タイヤ

がれき類

[認定証番号]

[評価事項]
　Ⅰ.安全性に対する法令の遵守状況

7

○○ ○ ○

1

２トン

ダンプ車

○017000
31250

○
石
川
県

無

無
福
井
県

018020
31250

○



当社の事業活動において運搬車両と建設機械に関する

燃料消費が環境負荷の最大要因となっており

これらに伴う法規制及び地域社会のルールを遵守しながら、

環境マネジメントを積極的に活用し維持して、

次の事項を目標に環境負荷の抑制を図ります。

1 環境マネジメントシステムを構築し、継続的改善を図り、

環境保全に努めます。

2 環境関連の法律、条令等を遵守して地球環境の保全に

努めます。

3 省エネルギー運転などにより、業務の効率化を図り

燃料使用に伴う、環境負荷の低減と大気汚染の防止を目指します。

4 廃棄物リサイクル率の向上を図り資源の活用に努めます。

5 金沢市環境基本計画の

「環境への負荷が少ない都市『金沢』をつくる」に賛同し、

環境問題への対策をすすめます。

6 この環境経営方針は、従業員に周知すると共に社外に公表します。

株式会社　丸伸インダストリ

代表取締役社長　山岸克洋

環境経営方針

平成18年1月27日制定

平成22年6月14日改定

平成29年6月15日改定

-3-



  ３-１　環境経営目標(令和4年度～令和6年度）

(目標) 基準値
中長期の

目標

単位
(令和3年度

実績値)
令和4年度 令和5年度 令和6年度

4年 4月  ～
7年 3月

3.09 3.12 3.15 3.18

1%向上 2%向上 3%向上

軽油
kg-
CO2

834,828

20,045 19,845 19,646 19,450

1%削減 2%削減 3%削減

128 126.8 125.6 124.4

1%削減 2%削減 3%削減

5,500 5,445 5,390 5,335

1%削減 2%削減 3%削減

更生ﾀｲﾔへ
依頼本数 本 16

213 211 209 207

1%削減 2%削減 3%削減

％ 100

5　グリーン購入の推進
コピー用紙、再生原料使用の作業着、事務用品以外に、環境に配慮した物品等の調
達に係る調査し、物品リストの充実を行う。

3 環境経営目標とその実績
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3%向上

廃タイヤ kg 3%削減

毎年、15本から20本を目標として取組む。
年度ごとの目標本数は定めず計測していく。

  3  総排水量 ｍ3 3%削減

2
廃棄物
排出量

一般
廃棄物

その他

コンガラ/アスガラ/木くずのリサイクル率100%を目
標とする。
分別を徹底し削減につとめる。

単年度の目標　(4月-翌年3月)

目標項目

収集運搬車両の
燃費向上

燃費 km/L

kg 3%削減

1
二酸化炭素

排出量

受注状況により、数値が大きく変動するが
自動車燃料の削減につとめる。

軽油
以外

kg-
CO2

3%削減

4　受託産業廃棄物の
収集運搬における環境配慮

エコドライブ、車両点検、洗車時の節水、
マニフェストの取扱いの周知などに取組む。

産業廃
棄物

建設リサ
イクル

コンガラ・
アスガラ・
木くず(ﾘｻｲ

ｸﾙ率)



　３－２　今年度の実績　(令和4年度)

(実績) 前年度実績

単位
令和3年度

(R3/4
-R4/3)

目標 実績
取組結果

評価

燃費 km/L 3.09 3.12 3.12 〇

軽油
kg-
CO2

834,828
受注状況により、数
値が大きく変動する
が、自動車燃料の
削減につとめる。

820,151

軽油
以外

kg-
CO2

20,045 19,845 18,468 〇

二酸化炭
素排出量

kg-
CO2

854,873 838,619

一般
廃棄物

その他 kg 128 126.8 138 ×

廃タイヤ kg 5,500 5,445 4,560 ○

更生ﾀｲﾔ 本 16
(内 11本採用)

依頼本数
15～20

20
(内 8本採用)

○

総
排出量

102,780 104,210

再資源化
量

99,720
（100）

101,650
（97.5）

最終
処分量

3,060 2,560

ｍ3 213 211 205 ○

4　受託産業廃棄物の
収集運搬における環境配慮

エコドライブ、車両点検、洗車時の節水をおこない、
マニフェストの取扱いの周知などに取組みました。

1
二酸化炭素

排出量の削減
(省エネルギー)

収集運搬車両の
燃費向上

今年度 (令和4年度　R4/4 - R5/3)

目標項目

※目標基準年度期間は4月から翌年3月である。

※排水量の低下は全体的な節水意識の向上があるとみられる。

※購入電力の二酸化炭素排出係数0.465(kg-co2/kwh） は北陸電力2020年度調整後排出係数を使用。

-5-

  3  総排水量の削減(節水)

5　グリーン購入の推進
コピー用紙、再生原料使用の作業着、事務用品以外に、環境に配慮し
た物品等の調達に係る調査し、物品リストの充実を行った。

2
廃棄物
排出量

の
削減

コンガラ・アスガ
ラ・木くずのリサ
イクル率100%を
目標とする。分
別を徹底し削減
につとめる。

Kg
（％）

産業廃
棄物

建設リサ
イクル

○達成できた　　×達成できなかった



二酸化炭素排出量の推移（平成14年度～令和4年度まで）

燃費の推移（平成14年度～令和4年度まで）

-6-

1,187

1,086

909

1,093

1,017

959

867

983

939

963

1,014

1,059

1229

974

1093

1249

1201

891

854
838

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

14 15 16 17 18 19 20 21 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 年度

二酸化炭素排出量

(t-co2)

2.46
2.50

2.59 2.57

2.66 2.66

2.74 2.72

2.83 

2.91 2.92

3.02

2.89

3.11
3.14 3.12

3.09
3.12

2.4
2.45

2.5
2.55

2.6
2.65

2.7
2.75

2.8
2.85

2.9
2.95

3
3.05

3.1
3.15

3.2

14 15 16 17 18 19 20 21 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4

（ｋｍ/Ｌ）

年度

燃費



4　環境経営計画及び取組結果と評価（令和4年度）

評価

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

〇

〇

○

○

○

○

（　）内は責任者

実施できた。

実施できた。

実施できた。

実施できた。

③電子ﾒｰﾙなど活用する

④ダンボール紙・新聞紙・雑紙
は、地域の資源回収に協力し、
排出量を削減する

⑤個人のゴミは持ち帰る

コピー紙、再生原料使用の作業着、事務用品の調達を
おこなった他、物品の購入において、グリーン購入の対
象になる品目を調査し利用した。

②マニフェスト票を管理する

②新規購入の内、新品タイヤか
らリトレッドへの割合を増やす
（50%以上）廃タイヤの減少につな
がる
(再生依頼本数/新品購入本数)

①新規購入ﾀｲﾔの内50％は更生
ﾀｲﾔを利用する

その他

実施できた。

(4)受託産業廃棄物の
収集運搬における環境配慮
　　　（山岸　克洋）

②石川県トラック協会「トラックの
日」事業として平成7年から実施
している道路清掃活動「クリーン
作戦」に参加する

(5)組合内周辺と
「トラックの日」の道路清掃活動
　　　（山岸　克洋） 引き続き参加していく。

①廃棄物の徹底分類・廃棄物量
の計測

(6)グリーン購入の推進
　　　（山岸　博美）

①環境に配慮した物品等(コピー
用紙、再生原料使用の作業着、
事務用品)の調達に係る調査、物
品リストの作成を行う

①車両・重機の洗車時の節水
器具の破損など早期発見に努め
る

⑥コピー用紙は両面使用する

③適切な時期によるﾀｲﾔのﾛｰﾃｰ
ｼｮﾝで摩耗を均一にして、より長く
使うタイヤにやさしい運転を心掛
ける

取組結果目標項目

実施できた。

実施できた。

軽油使用量は、走行距離により変化するため難しいが、
燃費は前年比0.03km/L向上した。
前年比、軽油使用量、走行距離は減少、運搬トン数は
増加した。デジタコの導入から11年目、運転者の省エネ
ルギー運転に対する意識が向上し運転態度も向上して
いる。前年比燃費向上車両数6台。

実施できた。

実施できた。③空調設備の点検・清掃

具体的な取組内容

①自動車燃料の削減

一般廃棄物
（山岸　博美）

②廃棄物となる物をあまり使用しな
いようにする。代替品があれば、それ
を購入する

②消費電力の削減

(2)廃棄物
排出量の
削減

廃タイヤ

(1)二酸化炭素排出量の
   削減 (省エネルギー)
　　　（山岸　克洋）
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R3年度比7㎥減少した。引き続き節水に努めたい。器具
の破損等の点検も心がけた。

事務所使用量はR3年度比1㎥減少した。使用量は適切
だと思い引き続き節水に努める。

再生タイヤを購入全体量の内62.9%購入できた。

リトレッドへの割合は43.5%であった。
リトレッドの数値を上げることは処分費の削減につなが
る(廃タイヤが減る)ので引き続き取り組んでいく。
廃タイヤから再生タイヤ(台タイヤ)へ、依頼本数は20
本。内12本はリサイクル不可の為、8本再生できた。

分別することで循環資源と最終処分に分かれるので、
環境のためにも引き続き分別を進めていく。ﾏﾆﾌｪｽﾄ持
参の上、処分会社へ搬入を行い適正な処理をしてい
る。
排出分の伝票は保管し、帳票に記載し管理している。運
搬車両にも、伝票を備え付けるよう運転者に周知してい
る。

ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票の受渡方法、電子マニフェストの入力方
法。エコドライブについて、安全テストやミーティングで教
育の実施を行いました。収集運搬事業者の保管するマ
ニフェスト票(B1・C2)を整理した。

ポイ捨てなどは減っている。
清掃活動も計画どおり実施できた。

①安全ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(月に1回)時に、
省エネルギー運転など、毎回1つ
ずつ環境に関したテーマを設け
て全社員の意識を向上させる

②生活用水の節水

①北陸中央物流(協)における、環
境整備委員会による、組合内周
辺の清掃活動の実施、空地の草
刈りは伸びてきたら行う(年２回)

(3)水資源投入量の削減
　　　　（全　員）

産業廃棄物
（山岸　克
洋）

①分別を徹底する



5　次年度の環境経営計画

SDGs 7.3.　エネルギー効率の改善率を倍増させる　 13.3　アイドリングストップの実施

SDGs 9.4.　資源利用効率の向上と、環境に配慮した技術の導入・改善により持続可能性を向上させる

SDGs

SDGs 3.6.　安全運転の徹底による交通事故の撲滅

(6)グリーン購入の推進

SDGs 12.5.　廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により廃棄物の発生を大幅に削減する

目標項目 具体的な取組内容

(1)二酸化炭素排出量の削減
 (省エネルギー)

①自動車燃料の削減

②消費電力の削減

③空調設備の点検・清掃

(2)廃棄物
排出量の
削減

一般廃棄物 ①廃棄物の徹底分類・廃棄物量の計測

②廃棄物となる物をあまり使用しないようにする
　代替品があれば、それを購入する

③電子ﾒｰﾙなど活用する

④ダンボール紙・新聞紙・雑紙は、地域の資源回収に協力し、排出量を削減する

⑤個人のゴミは持ち帰る

⑥コピー用紙は両面使用する

産業
廃棄物

廃タイヤ ①新規購入ﾀｲﾔの内50％は更生ﾀｲﾔを利用する

②新規購入の内、新品タイヤからリトレッドへの割合を増やす（50%以上）廃タイヤの
減少につながる　(再生依頼本数/新品購入本数)

③適切な時期によるﾀｲﾔのﾛｰﾃｰｼｮﾝで摩耗を均一にして、より長く使うタイヤにやさし
い運転を心掛ける

その他 ①分別を徹底する

②マニフェスト票を管理する

①北陸中央物流(協)環境整備委員会による、組合内周辺の清掃活動の実施、空地
の草刈りは伸びてきたら行う

①環境に配慮した物品等(コピー用紙、再生原料使用の作業着、事務用品)の調達に
係る調査、物品リストの作成を行う
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12.5　廃タイヤなど、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により廃棄物の発生を大幅に
削減する

(3)水資源投入量の削減 ①車両・重機の洗車時の節水　器具の破損など早期発見に努める

②生活用水の節水

(4)受託産業廃棄物の収集運搬に
おける環境教育

①安全ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(月に1回)時に、省エネルギー運転や整備点検の徹底などの行動が
SDGsの目標達成につながることを伝え全社員の意識を向上させる

②石川県トラック協会「トラックの日」事業として平成7年から実施している道路清掃活
動「クリーン作戦」に参加する

(5)組合内周辺と
「トラックの日」道路清掃活動



環境関連法規に関する違反及び苦情はありません。
なお、関係当局より違反、訴訟等の指摘は過去3年間ありませんでした。
環境関連法規に関しては自らが定期的に遵守状況を確認しています。

遵守事項 年月日

許可更新 R5.3

事業許可 R5.3

収集運搬基準 R5.3

産業廃棄物管理票 R5.3

実績報告 R5.3

処理責任 R5.3

保管基準 R5.3

運搬・処理の委託 R5.3

廃棄物管理票 R5.3

廃棄物管理票 R5.3

対象建設工事の届出
等

R5.3

解体工事業者の登録 R5.3

特定建設作業実施の
届出

R5.3

特定建設作業実施の
届出

R5.3

登録・保安基準・点
検・整備・検査

R5.3

事業報告書及び事業
実績報告書

R5.3

第一種特定製品の管
理者の判断の基準と
なるべき事項

R5.3

第一種特定製品整備
車の充填の委託義務
等

R5.3

テレビ、冷蔵庫、洗濯
機

R5.3

保有車両 R5.3

運搬・処理の委託時 委託時に管理票を交付する。A,B2,D,E票を5
年間保管する

家電リサイクル法 ①長期間使用し廃棄物となることを抑制する
②廃棄の際リサイクル料金の支払いに応じる

①使用済み自動車の引取業者への引き渡し
②新車購入時にリサイクル料金の支払い

6　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

主な法律の名称 確認事項

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律
(収集運搬事業者)

石川県　・　福井県　・　富山県　の許可有効年月日を確認

事業範囲を変更の有無

産業廃棄物の飛散・流出防止対策(ｼｰﾄ、ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸなど)
産廃運搬車両の表示(ｼｰﾙなど)
許可証の写し、産業廃棄物管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ)の車載

運搬終了時に、管理票に必要事項を記載し交付者に送付
B1票、C2票を5年間保管

1年間における収集運搬実績を、所定の様式により報告
(石川県)

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律
(事業者の処理責
任)

発生する廃棄物に対し自らの責任で処理する

廃棄物の保管場所について 掲示板の必要事項記載
産廃の飛散、流出、地下浸透、悪臭防止

運搬・処理の委託時 許可を受けた業者に委託する
委託契約書の交付

自動車リサイクル法

廃棄物管理票交付等の状況に関し、報告する（石川県・金沢市）
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建設リサイクル法 対象工事の請負物件に関する工事届出書を提出する

建設業許可の有効年月日を確認(石川県)

車検、車両の整備を実施

騒音規制法 指定区域の確認・事前届出・基準順守

振動規制法 指定区域の確認・事前届出・基準順守

事業報告書及び事業実績報告書を提出する
（北陸信越運輸局）

貨物自動車運送
事業法

フロン排出抑制法 「管理者判断基準」の遵守
①適切な場所への設置等  ②機器の点検
③漏えい防止措置、修理しないままの充填の原則禁止
④点検整備の記録・保存

機器整備時におけるフロン類の充填及び回収の委託



7　代表者による全体評価と見直し指示の結果

事務所

社長、　　環境管理責任者

情報・資料 　環境経営レポート令和4年度版

　エコアクション21　〈　文書・負荷・取組　〉

株式会社　丸伸インダストリ
代表取締役社長　山岸　克洋

タイヤ △

タイヤのパンクや片減りが多く、リトレッド(タイヤの再生)出来る本数を
増やせていない
来年度のみ新品タイヤは購入せずに、再生タイヤのみ購入をする

事務所の照明/SDGs 〇
事務所の照明が老朽化してきたので、LED照明に交換する
SDGsに取組んでいく

実施体制

車両

社員教育

見直しや指示事項

継続していく

継続していく

継続していく

新型車両の入替が入荷状況によりスムーズに進まない
早めに発注することで、年に１～２台を更新していく

新入社員への教育があまり出来なかったので、実施していく
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実施年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施場所　

出席者　

令和5年6月23日

令和5年6月30日

項目 評価結果

〇

〇

〇

△

△

環境経営方針

環境経営目標及び環境経営計画
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